
▲十三里木跡の道標

▲坂梨小学校保存教科書

▲明治３５年高等小学校時間割表

で
あ
る
鉄
砲
と
江
戸
か
ら
逃
げ
出
し
た
大

名
の
奥
方
な
ど
厳
し
く
取
り
締
ま
り
ま
し

た
。
対
面
の
左
に
カ
ー
ブ
し
た
左
側
に
大

正
の
初
め
ま
で
大
榎
が
あ
り
、
こ
こ
が
豊

後
街
道
の
十
三
里
木
跡
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
あ
た
り
を
一
里
山
と
い
い
、
十
三

里
木
跡
の
道
標
は
50
メ
ー
ト
ル
先
の
市
道

と
国
道
の
合
流
点
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
先
か
ら
右

に
折
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
「
大
坂
に
坂
な

し
坂
梨
に
坂
あ
り
」
と
い
わ
れ
た
街
道
一

の
難
所
、
滝
室
坂
と
な
り
ま
す
。

坂
梨
小
学
校
保
存
教
科
書　
　

　
　
　
　
　

（
市
指
定
歴
史
資
料
）

　

坂
梨
小
学
校
に
は
明
治
４（
１
８
７
１
）

年
か
ら
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
ま
で
の
教

科
書
が
１
９
１
冊
保
存
さ
れ
て
お
り
、
明

治
期
の
小
学
校
教
育
を
知
る
う
え
で
貴
重

や
を
抱
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　

上
人
は
甲
斐
の
国
（
現
在
の
山
梨
県
）

の
出
身
で
、
「
木
喰
戒
」
と
い
う
苦
行
を

続
け
た
僧
で
、
偉
大
な
彫
刻
家
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
人
は
安
永
２

（
１
７
７
３
）
年
、
日
本
廻
国
の
大
願
を
た

て
、
全
国
を
流
浪
し
寛
政
５
（
１
７
９
２
）

年
の
９
月
に
坂
梨
を
訪
れ
て
、
こ
の
観
音

像
を
彫
刻
し
ま
し
た
。
九
州
に
お
い
て
木

喰
上
人
が
作
っ
た
像
は
坂
梨
の
一
躯
の
み

で
す
。

＊
木
喰
と
は
五
穀
を
断
ち
木
の
実
を
食
し
、

　

山
中
で
修
行
す
る
僧
の
こ
と
で
す
。

十
三
里
木
跡
（
市
指
定
史
跡
）　

　

坂
梨
宿
場
町
を
約
１
．５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
上
り
詰
め
た
右
側
は
、
肥
後
国
内
に
出

入
り
す
る
者
な
ど
の
監
視
を
す
る
坂
梨
番

所
が
あ
っ
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
入
り
鉄
砲
に
出
女
」
と
い
わ
れ
、
武
器

な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
南
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
、
天
災
な
ど

幾
多
の
災
難
を
交
え
な
が
ら
、
特
に
戦
後

に
お
い
て
は
米
軍
の
戦
前
教
科
書
の
廃
棄

指
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
・
校
区
民

が
一
丸
と
な
っ
て
守
り
抜
い
て
保
存
し
た

そ
の
心
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
そ
の
保

存
状
態
も
極
め
て
良
好
で
、
県
下
に
も
こ

れ
程
多
数
の
教
科
書
を
保
存
し
て
い
る
例

は
な
く
、
平
成
６
年
に
熊
本
県
立
美
術
館

分
館
で
開
催
さ
れ
た
「
古
文
書
に
見
る
熊

本
の
教
育
展
」
に
も
そ
の
一
部
を
出
展
し
、

高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

右
の
時
間
割
表
は
、
保
存
教
科
書
の
う

ち
、
明
治
35
（
１
９
０
２
）
年
12
月
１
日
文

部
省
検
定
済
の
高
等
小
学
校
女
子
用
国
語

読
本
巻
４
の
末
尾
の
余
白
に
、
読
本
を
所

有
し
て
い
た
生
徒
が
記
入
し
た
も
の
で
、

当
時
の
学
校
教
育
の
一
端
を
う
か
が
い
知

る
貴
重
な
資
料
で
す
。

2828

地

体

裁

体

裁

裁

５

國

音

算

裁

裁

体

４

英

歴

英

裁

英

作

３

修

算

地

算

習

算

２

算

國

修

國

國

國

１

月

火

水

木

金

土

算－算術

修－修身

英－英語

國－国語

地－地理

歴－歴史

音－音楽

体－体操

裁－裁縫

習－習字

作－作文

坂
梨
地
区
の
文
化
財（
２
）

　
　

 

文
化
財
保
護
委
員　

嘉
悦

 

渉

 

　
今
回
は
７
月
号
（
Ｖ
Ｏ
Ｌ･

　
）
に
続
き
、
坂

梨
地
区
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

木
喰
上
人
作
子
安
観
音
像

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
指
定
彫
刻
）

　

天
神
橋
か
ら
東
へ
向
う
と
、
左
側
の
路

地
の
奥
に
お
堂
が
あ
り
、
木
喰
上
人
の
子

安
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
音

像
の
高
さ
は
１
６
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

胴
廻
り
は
１
５
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測

り
、
材
質
は
ケ
ヤ
キ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

個
性
豊
な
異
様
な
姿
の
観
音
が
赤
ん
坊
を

抱
い
て
い
る
姿
は
農
家
の
老
婆
が
、
孫
坊

24＊

も

く

じ

き

し

ょ

う

に

ん

も

く

じ

き

か

い

い

っ

た

い

で

お

ん

な


